
(1） 第233号 広 報 あ か い け 昭和57年6月1日 

発行所 赤池町役場 編集 総務課文書広報係 廿（代表）2004 

印刷所 赤 池 印 刷 毎月 I 回発行 

町 の 人 口 

人 口 9,642 人 賊9 ) 

男 4,598 人 （減3 ) 

女 5,044 人 （減6 ) 

出生 7人 転入 43人 

死亡 7人 転出 52人 

（昭和57年4月末日現在） 

〔出発を前に町長、議長に挨拶する左から辻村班長、太田さん、山本さん、小松さん〕 

中国へ4人の若者が訪間 
~

~ 

H1 lt 'I、”’ェ、・’二、’・‘Al 、二」 

い’' ''' ' - - ' ・；c '. r rr. ,. . . . a・・‘ず 

第12回日中友交福岡県青年の船
5月15 日から5月28 日までの日程で、第1 2回日中友交県青年福岡の船が中国を訪間しました。 

これは、中華人民共和国の実情参観や、現地青年との交流を通じ日中両国の相互理解と信頼を深め、 

団体生活を通じての心身の鍛練をはかり、ひいては、国際的視野を持ち、郷土発展のために努力する健 

全な福岡県青年を育成すカことを目的に毎年行われているものです。 

当町からは、次の4人が代表として乗船。青島・済南・天津・北京と 

14 日間にわたり中国を訪問、親善使節としてその大役を果して来まし 

た。 出発を前にした5月1 3 日、町長、議長に出発の挨拶のため、役場 

を訪れました。 

香月町長は、 「中国の良さ、日本との違いをはっきり見て帰り、その 

経験を生かして、地域活動に若い力を注いでください。 」 と4人を送り 

ました。 
町を代表して訪問した4人は、次の方です。 〔敬称略〕 

〇辻村 哲弥班長（29歳、町教育委員会勤務、大和町） 

〇山本喜久江 （26 歳、自営業、稲荷町） 

〇太田 暢哉 （21 歳、自営業、大和町） , 、一 

〇小松 弥生 （21 歳、上野保育所保母、 フぐ7南JI 

なお、訪問の感想などは、次号で掲載します。 
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I 各地区公民館対抗I)レー競技順位表 

Ili 

地区子ども 

対抗リレ― 

地区青年 

対抗リレー 

地区公民館 

対抗リレー 

地区対抗 

百足競争 

1 3区 3区 猿畑 猿畑 

2 7区 9 支所 18支所 3区 

3 町営伏原 10支所 7支所 13支所 

致ーで篇云J販所ー 

'‘町民の連帯と融和をモットーに、豊かな 

そして『希望ある町、 

第21回町民体育大会 
' 

S 

 どんなプラカードE) ) )ました ‘加f7論 
ー―- ―ー― - ----―ー‘~ 

心を養い、豊かな人を育む、 

住みたくなる町』づくりをめざして’' 

約3,000人が参加 

全員集合 

総合成績 

〇優勝 

〇準優勝 12点 
猿畑地区公民館 

〇3位 
7区地区公民館 

〇4位 

〇5位 

17点 
3区地区公民館 

6 点 
14支所地区公民館 

5点 
9支所地区公民館 
18支所地区公民館 

、 

輪
 

準
優
勝
は
猿
畑
 

五
百
人
の
大
む
か
で
競
争
 

、
 

ク
 

、 

絶
好
e
K
候
に
恵
ま
れ
た
、
五
月
十
六
日
、
日
曜
日
、
午
前
八
時
五
十
．
一
 

五
分
の
打
ち
上
げ
花
火
を
合
図
に
、
二
十
六
地
区
、
約
三
千
人
の
選
手
、
 

一 

役
員
が
プ
ラ
カ
ー
ド
を
先
頭
に
入
場
行
進
 

第
二
十
一
回
町
民
体
育
大
会
（
同
大
会
実
行
委
員
会
主
催
）
の
始
ま
り
 

で
す
。
 

立
花
大
会
副
委
員
長
の
開
会
の
こ
と
ば
に
続
き
、
十
一
支
所
、
田
中
智
 

君
が
力
強
く
選
手
宜
誓
、
三
千
人
の
大
準
備
体
操
が
終
り
、
小
学
生
の
六
 

十
メ
ー
ト
ル
走
を
皮
切
り
に
競
技
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
 

地
区
対
抗
百
人
競
争
で
は
、
二
十
五
地
区
公
民
館
が
出
場
、
男
女
十
人
 

づ
つ
で
総
勢
五
百
人
が
参
加
、
壮
烈
な
争
い
に
な
り
ま
し
た
。
 

仮
装
行
列
で
は
、
各
地
区
公
民
館
が
ア
イ
デ
ア
を
駆
使
、
会
場
は
爆
笑
 

の
渦
で
し
た
。
 

こ
の
よ
う
に
体
育
大
会
は
、
年
々
盛
大
に
な
り
、
全
町
上
げ
て
の
一
大
 

行
事
に
発
展
、
自
己
中
心
主
義
に
な
り
や
す
い
現
代
、
融
和
性
、
連
帯
性
 

を
養
い
、
人
と
人
と
の
ふ
れ
合
い
で
、
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
、
地
域
 

に
貢
献
す
る
組
織
づ
く
り
に
自
ら
が
参
加
し
、
人
間
性
あ
ふ
れ
る
コ
ミ
ユ
 

く
り
に
、
町
民
体
育
大
会
は
大
き
く
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

4ブロック対抗つな引き ‘足より腹が前に出て 百足競争 いノノ 
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反
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十
 

広
 

ロ
万
 

「
国
の
伝
統
工
芸
」
 

指
定
申
請
へ
 

一一
 

つ
 
の
 
組
 
合
 
が
 
合
 
併
 

私
た
ち
の
郷
土
赤
池
が
全
国
に
誇
る
 

上
野
焼
。
そ
の
二
つ
の
組
合
（
上
野
焼
 

協
同
組
合
と
豊
前
上
野
陶
器
組
合
）
の
 

合
併
総
会
が
、
五
月
十
四
日
、
午
後
一
一
 

時
か
ら
、
町
商
工
会
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

「
伝
統
的
工
芸
品
産
業
の
振
興
に
関
 

す
る
法
律
」
は
、
衰
退
し
つ
つ
あ
る
手
 

作
り
の
工
芸
品
を
消
減
か
ら
救
い
、
市
 

民
生
活
に
豊
か
さ
と
潤
い
を
与
え
よ
う
 

と
昭
和
四
十
九
年
に
制
定
さ
れ
た
法
律
 

で
す
が
、
上
野
焼
の
場
合
、
他
の
指
定
 

I 日
本
は
、
世
界
一
安
全
な
国
と
し
て
、
 

治
安
の
良
さ
は
、
む
し
ろ
海
外
で
認
め
 

ら
れ
て
い
ま
す
。
 

し
か
し
、
最
近
は
、
そ
の
状
態
が
崩
 

れ
て
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。
 

警
察
に
届
出
の
あ
っ
た
昨
年
中
の
事
 

件
の
数
は
、
福
岡
県
で
は
、
過
去
十
年
 

間
で
最
高
e
多
発
記
録
で
す
。
通
り
魔
 

事
件
の
よ
う
な
恐
ろ
し
い
犯
罪
が
多
発
 

し
て
い
ま
す
。
 

こ
れ
を
防
ぐ
た
め
警
察
も
努
カ
し
て
 

い
ま
す
。
し
か
し
、
事
件
の
解
決
に
は
、
 

皆
さ
ん
の
ご
協
カ
が
大
切
で
す
。
皆
さ
 

ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
情
報
の
ー
つ
ー
つ
 

が
事
件
解
決
の
大
き
な
力
と
な
っ
て
い
 

ま
す
。
ど
ん
な
小
さ
な
情
報
で
も
か
ま
 

泣花全兵衛氏（市捌，ー 
―議会活動に 
勲六等単光旭日章を受章 

昭
和
五
十
七
年
 

春
の
叙
勲
で
、
立
 

花
全
兵
衛
氏
が
勲
 

六
等
単
光
旭
日
章
 

を
受
章
さ
れ
ま
し
 

た。 立
花
氏
は
、
昭
 

和
三
十
年
、
赤
池
 

町
議
会
議
員
に
当
 

選
、
四
十
六
年
ま
 

で
四
期
十
六
年
間
 

議
員
を
努
め
ら
れ
 

そ
の
間
、
三
十
八
 

年
か
ら
四
十
年
ま
 

立花全兵衛氏 

議
会
だ
よ
り
 

エ
事
請
負
契
約
な
ど
 

3
議
案
を
可
決
 11
 

・ 

四
月
臨
時
町
議
会
は
、
四
月
十
四
日
 

一
日
の
会
期
で
行
わ
れ
、
工
事
請
負
契
 

約
の
締
結
な
ど
三
議
案
が
い
づ
れ
も
原
 

案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
 

③
専
決
処
分
の
承
認
廿
地
方
税
法
等
の
 

一
部
改
正
が
行
わ
れ
、
そ
れ
に
伴
い
赤
 

3
 

池
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
 

柳
．
を
四
月
一
日
に
専
決
処
分
し
た
の
で
、
 

承
認
を
得
ま
し
た
。
 

ー
 

③
工
事
請
負
契
約
の
締
結
廿
昭
和
五
十
 

に
 

七
年
度
産
炭
地
域
開
発
就
労
事
業
総
合
 

条
件
は
満
た
す
も
の
の
、
二
つ
の
組
合
 

に
分
れ
て
い
た
た
め
指
定
申
請
が
出
来
 

な
い
で
い
ま
し
た
。
 

し
か
し
、
 

「
上
野
焼
を
保
存
、
発
展
 

す
る
た
め
に
」
と
高
鶴
茂
勝
氏
を
委
員
 

長
と
す
る
準
備
委
員
会
も
結
成
さ
れ
、
 

長
年
話
し
合
い
が
進
め
ら
れ
、
今
回
の
 

合
併
と
な
り
ま
し
た
。
 

当
日
は
、
町
長
、
議
長
は
じ
め
多
く
 

の
来
賓
の
方
も
出
席
し
、
役
員
選
出
、
 

事
業
計
画
の
承
認
な
ど
が
行
わ
れ
、
伝
 

い
ま
せ
ん
。
被
害
に
あ
わ
れ
た
り
、
事
 

件
に
関
し
て
見
た
り
、
聞
い
た
り
さ
れ
 

た
ら
す
ぐ
1
1
0
番
し
て
く
だ
さ
い
。
 

数
分
で
パ
ト
カ
ー
が
か
け
つ
け
、
皆
さ
 

ん
の
身
を
守
り
ま
す
。
心
配
事
は
皆
さ
 

ん
を
訪
れ
た
警
察
官
に
相
談
し
て
く
だ
 

さ
い
。
 

ま
た
派
出
（
駐
在
）
所
を
皆
さ
ん
の
 

気
軽
な
相
談
所
と
し
て
利
用
し
て
く
だ
 

さ
い
。
必
ず
良
い
解
決
策
が
あ
り
ま
す
。
 

犯
罪
は
社
会
の
敵
で
す
。
皆
さ
ん
が
 

安
心
し
て
暮
せ
る
平
穏
な
街
づ
く
り
を
 

す
す
め
て
ゆ
く
た
め
、
皆
さ
ん
の
ご
意
 

見
や
ご
要
望
を
十
分
尊
重
し
た
警
察
活
 

動
を
す
す
め
て
い
く
た
め
、
皆
さ
ん
の
 

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

田
川
警
察
署
 

〕 

で
は
議
長
と
し
て
町
の
発
展
に
全
力
を
 

注
が
れ
ま
し
た
。
 

特
に
、
産
炭
地
振
興
特
別
委
員
長
と
 

し
て
、
閉
山
に
あ
え
ぐ
地
域
住
民
の
生
 

活
向
上
と
安
定
に
努
力
さ
れ
、
ま
た
、
 

農
業
委
員
会
委
員
と
し
て
、
花
弁
、
野
 

菜
の
共
同
出
荷
、
共
同
作
業
体
系
を
確
 

立
し
、
生
産
の
省
力
化
と
品
質
の
向
上
 

に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。
 

そ
の
他
、
町
教
育
委
員
会
副
委
員
長
 

福
岡
県
家
畜
商
組
合
連
合
会
理
事
、
社
 

会
福
祉
法
人
赤
池
福
祉
会
理
事
、
市
場
 

保
育
所
園
長
な
ど
、
そ
の
活
躍
は
多
方
 

面
に
わ
た
り
、
そ
の
卓
抜
な
見
識
と
指
 

導
力
が
高
く
評
価
さ
れ
、
今
回
の
受
章
 

に
な
り
ま
し
た
。
 

現
在
八
十
五
歳
と
ご
高
齢
で
す
が
、
 

ま
す
ま
す
お
元
気
で
、
今
後
の
ご
活
躍
 

を
お
祈
り
し
ま
す
。
 

団
地
進
入
道
路
新
設
工
事
、
第
一
工
区
 

か
ら
第
三
工
区
ま
で
、
昭
和
五
十
七
年
 

度
特
定
地
域
開
発
就
労
事
業
赤
池
総
合
 

グ
ラ
ン
ド
拡
張
工
事
、
第
一
工
区
か
ら
 

第
三
工
区
ま
で
、
以
上
の
六
件
の
工
事
 

予
定
価
格
が
三
千
万
円
を
下
ら
な
い
た
 

め
承
認
を
得
ま
し
た
o
 

な
お
、
工
期
は
い
づ
れ
も
四
月
十
五
 

日
か
ら
昭
和
五
十
八
年
二
月
十
四
日
ま
 

で
と
な
つ
て
い
ま
す
。
 

④
昭
和
五
十
七
年
度
赤
池
町
一
般
会
計
 

補
正
予
算
廿
昭
和
五
十
六
年
度
決
算
見
 

込
み
で
二
億
八
千
万
円
の
歳
入
欠
か
ん
 

が
出
る
見
込
み
で
す
の
で
繰
上
充
用
金
 

と
し
て
補
正
予
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
 

統
あ
る
上
野
焼
の
新
し
い
第
一
歩
が
始
 

ま
り
ま
し
た
。
 

な
お
、
新
組
合
に
は
、
十
五
の
窯
元
 

が
加
盟
し
、
高
鶴
茂
勝
氏
が
理
事
長
と
 

な
っ
て
い
ま
す
。
 

上野焼協同組合結成総会 〔
総
会
で
挨
拶
す
る
高
鶴
新
理
事
長
〕
 

回
 

画
 

一
票
鶏
）
「
羅
」
器
鷲
篇
鷺
 

！ 
揃
 
喝
 
受
ら
現
に
す
い
大
 
給
6
状
出
 
出
で
分
受
す
し
 
届
と
だ
！
 

器
m

酷
『
縫
語
声
加
芦
踊
盟
題
鷲
水
一
 

薮
」
無
藤
麟
灘
慧
鷲
盤
 

咽
 

『

j

 
l
J
 

【 
日” 

一 

岬
 

、

、

 

町
（
b
 

脚
 

引
‘
一
三
唇
三
，
三
一
価
 

童
は
間
く
と
況
を
で
の
所
で
認
く
し
引
あ
手
で
期
o
童
き
祉
画
 

児
方
の
市
こ
現
当
き
こ
の
在
確
だ
も
、
が
童
が
ず
い
児
続
福
！
 

る
で
を
る
 
手
続
 
年
現
を
た
 
と
格
児
と
必
さ
 
手
場
画
 

卿
 

三

雪

三

‘

三

唇

三

唇

三

肩

三

唇

三

属

三

豆

三

唇

三

‘

三

豆

三

唇

三

唇

三

肩

三

，

三

罵

三

肩

三

唇

三

唇

m

 

節
水
の
ご
協
力
を
 

水
は
、
や
や
も
す
る
と
そ
の
あ
 

り
が
た
さ
を
忘
れ
が
ち
で
す
。
 

も
し
、
水
道
の
水
が
止
っ
た
ら
 

私
た
ち
の
生
活
は
即
座
に
マ
ヒ
し
 

て
し
ま
い
ま
す
。
 

今
年
も
暑
さ
に
向
か
い
、
水
の
 

使
用
量
が
急
増
す
る
と
、
断
水
と
 

い
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
 

節
水
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

水
道
課
 

糸状の水 ポタポタ水 
1時間で 1時間で 
約8リツトル 約1リツトIレ 

咽 
兄

当

 ル
」
6
r

う
な
は
け
o
浜
の
児
る
の
こ
続
て
の
な
ま
 
」
」
と
に
 

町 

一
響
計
町
蕊
襲
轟
鷲
鷲
暴
熱
験
舞
臨
一
 

福
智
子
ど
も
会
が
初
優
勝
刀
 

第
四
回
親
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
 

五
月
五
日
の
子
ど
も
の
日
、
町
民
グ
 

ラ
ン
ド
で
、
赤
池
町
子
ど
も
会
育
成
連
 

絡
協
議
会
（
岩
城
辰
美
会
長
）
主
催
の
 

第
四
回
親
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
行
 

わ
れ
ま
し
た
。
 

各
地
区
か
ら
、
十
八
チ
ー
ム
、
約
四
 

百
人
が
参
加
、
 

「
子
ど
も
よ
り
親
が
ハ
 

ッ
ス
ル
」
 
と
い
う
場
面
も
あ
り
ま
し
た
 

が
、
日
頃
、
地
区
で
親
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
 

ル
な
ど
を
行
な
い
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
 

と
れ
た
、
九
支
所
福
智
子
ど
も
会
（
坂
 

元
信
一
会
長
）
が
初
優
勝
、
準
優
勝
は
 

四
区
子
ど
も
会
で
し
た
。
 

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
 

9支所福智 
3 j 6 
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原
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竹
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支
所
 

カ
ナ
リ
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9
支
所
 福知日 

10
 

支
所
 

尾
団
地
 

12
 

支
所
 

区
 

四
区
 

杉
の
木
 

［ノ
 

0
・ 

k
！用 

26 

【
ー
 

14
 

支
所
 

つ
く
し
 

6 

5 6 

3 8 13
 

d
・ 

。乙 1
 

加
 

風
俗
営
業
（
パ
チ
ン
コ
）
店
 

建
設
反
対
を
決
議
 

四
月
二
十
八
日
行
わ
れ
た
、
赤
池
町
議
会
全
体
委
員
会
で
、
町
 

民
会
館
前
に
建
設
が
予
定
さ
れ
て
い
る
、
パ
チ
ン
コ
店
に
つ
い
て
 

の
審
議
が
な
さ
れ
、
町
議
会
と
し
て
、
将
来
こ
の
予
定
地
は
町
の
 

メ
イ
ン
と
な
る
場
所
で
あ
り
、
教
育
施
設
と
あ
ま
り
に
も
隣
接
し
 

て
い
る
点
と
、
青
少
年
健
全
育
成
の
立
場
か
ら
、
そ
の
建
設
に
は
 

反
対
で
あ
る
と
の
決
議
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
決
議
は
、
赤
池
 

町
教
育
委
員
会
、
赤
池
町
地
区
公
民
館
連
合
会
か
ら
の
、
反
対
の
 

陳
情
書
を
受
け
て
、
町
議
会
の
決
議
と
し
て
各
関
係
機
関
へ
送
付
 

さ
れ
ま
し
た
。
 

な
お
、
風
俗
営
業
取
締
法
は
、
県
条
例
に
制
定
さ
れ
て
お
り
、
 

そ
の
許
可
は
県
公
安
委
員
会
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
 

な
つ
て
い
ま
す
。
 

天
郷
 

7
支
所
 

オH
ーオン 

20
 

支
所
 

と
ん
が
り
 

11
 

支
所
 

わ
か
ば
 

猿
畑
 

曾
月
の
 

風俗営業（パチンコ）店建設反対決議 

昭和48年3月、赤池町は総合計画を策定 
し、新しい田園都市をめざして推進している‘ 
その中で、旧明治鋭；業ボタ山跡自りを含め周辺 
台土也を開発し、町民会館、同和対策中央研修 
月仁 体育施設として町民グランドなどを設置 
し、健康で明るい住民生活の樹立と教育の振 
興に努めている。 

またこの地域は、将来本町庁舎建設も予定 
されており赤池町のメインとなる場所である。 

しかるに、これら教育施設と対面する位置 
に風俗営業であるパチンコ店の建設が計画さ 
れ、現在その工事が進められようとしているc 
赤池町議会としては、教育施設とあまりに 

も隣接している点と青少年健全育成の立場か 
ら、当h曇或にパチンコ店を建設することは、 
絶対反対である。 

以上決議する。 
日召平ロ57 年4月28 日 
赤 池 町 議 会 

、 ノ 

ハ
こ
よ
み
と
行
事
〕
 

和
名
 
水
無
月
（
み
な
づ
き
）
 

農
事
を
皆
つ
く
し
た
月
と
い
う
こ
と
 

か
ら
、
六
月
を
水
無
月
と
い
う
。
 

1
日
 

1
日
（
火
）
気
象
記
念
日
 
写
真
の
日
 

更
衣
 

4
日
（
金
）
虫
歯
予
防
デ
ー
 

5
日
（
土
）
 

環
境
週
間
（
訓
）
 

6
日
（
日
）
 

第
1

回
卓
球
大
会
 

7
日
（
月
）
 

心
配
ご
と
相
談
（
押
タ
m
) 

計
量
記
念
日
 

10 

日
（
木
）
 

時
の
記
念
日
 

11 

日
（
金
）
 

入
梅
 

13 

日
（
日
）
 

第
 17 

回
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
 

会
 

15 

日
（
火
）
 

ェ
ン
ゼ
ル
ク
イ
ズ
締
め
切
 

n
ノ日 

17 

日
（
木
）
 

心
配
ご
と
相
談
（
伊
タ
m
) 

19 

日
（
土
）
 

桜
桃
忌
 

20 

日
（
日
）
 

父
の
日
 

22 

日
（
火
）
 

夏
至
 

25 

日
（
金
）
 

救
ラ
イ
の
日
 

26 

日
（
土
）
 

国
連
憲
章
調
印
記
念
日
 

27 

日
（
日
）
 

心
配
ご
と
相
談
（
押
タ
m
) 

第
 10 

回
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
 

会
 

28 

日
（
月
）
 

貿
易
の
日
 

30 

日
（
水
）
 

大
は
ら
い
 

児
童
手
当
現
況
届
提
出
期
 

限
 

×
昭
和
五
十
七
年
度
 

 ノ 

商
業
統
計
調
査
 

が
実
施
さ
れ
ま
す
。
 

通
商
産
業
者
で
は
、
昭
和
五
十
 

七
年
六
月
一
日
現
在
で
、
商
業
統
 

計
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
 

こ
の
調
査
は
、
全
国
の
卸
売
業
 

・
小
売
業
お
よ
び
飲
食
店
を
営
ん
 

で
い
る
す
べ
て
の
商
店
を
対
象
に
 

そ
の
流
通
状
況
な
ど
を
明
ら
か
に
 

す
る
た
め
行
わ
れ
ま
す
。
 

県
知
事
か
ら
任
命
さ
れ
た
調
査
 

員
が
お
伺
い
し
ま
す
が
、
調
査
内
 

容
は
、
統
計
以
外
の
目
的
に
使
用
 

さ
れ
る
こ
と
は
絶
対
あ
り
ま
せ
ん
 

の
で
、
正
確
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
 

イ
 

産
業
振
興
課
×
 



(6) 昭和57年6月1日 
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け
 

カ、 し、 あ
 

口
反
 

査
十
 

広
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⑧
 
中
世
の
賎
民
 

前
回
で
は
兵
役
や
労
役
や
重
税
に
た
 

ま
り
か
ね
た
農
民
や
賎
民
が
土
地
を
す
 

て
て
逃
げ
出
し
、
貴
族
や
大
き
い
寺
や
 

神
社
に
は
い
り
こ
ん
で
い
き
、
律
令
政
 

治
が
く
ず
れ
て
い
っ
た
と
こ
ろ
ま
で
ふ
 

れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
は
そ
の
つ
づ
 

き
か
ら
書
い
て
い
き
ま
す
。
 

逃
げ
出
し
た
農
民
や
賎
民
を
受
け
入
 

れ
た
貴
族
や
大
き
い
声
卿
榊
唯
は
、
開
 

懇
地
を
更
に
ひ
ろ
げ
「
荘
園
」
を
作
っ
 

て
行
き
ま
し
た
。
 
そ
の
た
め
公
地
公
民
 

制
が
く
ず
れ
、
古
代
賎
民
制
も
な
く
な
 

っ
て
い
き
ま
し
た
。
 

古
代
賎
民
制
が
く
ず
れ
た
こ
と
は
、
 

今
ま
で
下
づ
み
に
さ
れ
て
い
た
人
た
ち
 

が
解
放
さ
れ
る
よ
い
機
会
で
し
た
。
賎
 

一

、

 

!
 引

 

民
の
な
か
で
も
家
人
、
私
奴
碑
な
ど
は
、
 

中
世
の
武
士
と
し
て
活
や
く
す
る
道
を
 

力
強
く
進
ん
で
い
き
ま
し
た
。
 

平
安
時
代
の
お
わ
盤
一
移
功
ら
「
荘
 

園
制
度
」
が
発
達
し
、
名
主
と
い
う
地
 

主
の
有
力
者
が
武
士
に
な
り
し
だ
い
に
 

力
を
も
ち
政
権
を
た
て
ま
し
た
。
源
頼
 

朝
が
鎌
倉
に
幕
府
を
ひ
ら
き
ま
し
た
が
 

鎌
倉
幕
府
が
ほ
ろ
び
る
と
足
利
氏
が
室
 

町
幕
府
を
作
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
貴
族
 

の
世
か
ら
武
士
の
世
へ
移
り
変
わ
っ
て
 

い
く
歴
史
で
あ
り
封
建
制
度
が
発
達
し
 

て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
す
。
 

中
世
の
賎
民
の
代
表
的
な
も
の
が
「
 

誠
雰
殿
」
や
「
沖
繋
」
で
す
o

「 

散
所
」
は
、
領
主
に
地
代
を
納
め
な
い
 

「
荘
園
」
 
の
中
の
一
定
の
地
域
を
い
い
 

そ
こ
に
は
領
主
に
人
身
的
に
属
し
、
労
 

役
（
掃
除
や
池
ほ
り
や
警
護
や
行
列
の
 

お
供
や
神
事
の
奉
仕
な
ど
）
に
従
う
人
 

び
と
が
集
め
ら
れ
ま
し
た
。
 

貴
族
ゃ
神
社
な
ど
、
自
分
の
「
荘
綱
 

」
の
中
で
農
業
を
や
る
た
め
に
は
、
鍬
 

か
ま
 

、
鎌
 、
竹
か
ご
な
ど
の
道
具
が
必
要
で
 

の
う
ど
 

し
た
が
、
そ
の
仕
事
を
農
民
や
農
奴
に
 

や
ら
せ
る
と
か
ん
じ
ん
の
生
産
力
が
あ
 

が
ら
な
い
の
で
、
そ
の
仕
事
だ
け
に
専
 

念
す
る
一
種
の
下
級
技
術
者
が
必
要
で
 

、
 

昭和57年6月1日 け
 

あ
 

報
 

広
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みんなの 

一
 

広場 

つ
れ
づ
れ
に
の
 

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
 

松
本
た
か
し
 

の
り
 

〇
法
の
海
く
ぐ
る
こ
こ
ち
や
藤
の
棚
 

o
藤
の
棚
下
で
憩
へ
ば
法
の
海
 

〇
庫
裏
の
釜
甘
茶
の
湯
気
に
児
ら
な
 

ら

ぶ

 

ひ
し
ゃ
く
 

〇
花
御
堂
柄
杓
せ
が
む
児
甘
茶
悌
 

阿
蘇
の
山
焼
 

（二） 

三
 
木
 
春
 
翁
 

さ
わ
や
 

し
ゆ
」
覇
は
強
霜
に
明
け
た
が
、
爽
か
な
 

春
曙
で
あ
っ
た
c

し
か
し
、
根
子
岳
の
 

ふ
も
《
 

麓
か
ら
沸
き
上
っ
た
霧
が
見
る
間
に
拡
 

た
ち
ま
 

み
 

が
っ
て
、
忽
ち
阿
蘇
全
山
を
覆
い
、
見
 

は
る
 

遥
か
す
盆
地
も
外
輪
山
も
霧
一
色
に
つ
 

つ
ま
れ
て
し
ま
っ
た
。
 

宿
を
出
て
、
山
焼
の
吟
行
は
一
応
断
 

念
、
禅
寺
で
吟
行
し
て
い
る
と
、
霧
は
 

次
第
に
晴
れ
て
山
焼
の
煙
が
山
の
方
に
 

仰
が
れ
た
。
 

青
空
句
会
。
 

四
方
に
立
つ
阿
蘇
の
山
焼
の
煙
を
眺
 

め
、
眼
下
に
底
霧
の
か
す
む
盆
地
を
見
 

、

、

ー

・

 

下
す
山
の
中
腹
で
の
句
会
。
枯
草
の
間
 

く
さ
と
y
え
 

か
ら
草
萌
の
色
が
目
に
し
み
る
。
野
焼
 

の
火
を
近
く
に
見
な
が
ら
、
草
に
座
し
 

て
の
青
空
句
会
で
あ
る
。
 

O
野
焼
見
る
仕
度
て
い
さ
い
言
ふ
て
な
 

ど
 

つ
ち
ぐ
 
も
 

o
野
火
の
跡
土
蜘
妹
生
き
て
走
る
か
な
 

すての 
び
 

一 

歩
 

〇
捨
野
火
の
風
に
ゆ
が
ん
で
ゆ
く
不
安
 

野
 
火
 

ひ
ぱ
り
 

O
山
晴
る
る
雲
雀
の
声
を
下
に
し
て
 

鬼
 
堂
 

あ
け
 

〇
暁
の
月
か
か
り
て
阿
蘇
の
忘
れ
霜
 

未
代
子
 

〇
霜
解
け
が
春
の
濃
霧
と
な
る
も
阿
蘇
 

て
い
子
 

曝
訊
探
さ
な
野
火
も
心
ひ
く
 

o
春
暁
の
低
霧
こ
む
る
阿
蘇
盆
地
 

駒
 
女
 

〇
朝
発
ち
の
霜
の
か
か
り
し
車
拭
く
 

まり 

昭
 
女
 

o
牛
の
糞
乾
き
残
れ
る
野
焼
か
な
 

春
 
翁
 

句
会
を
終
え
て
火
口
へ
行
く
予
定
が
、
 

自
動
車
の
渋
滞
で
、
草
千
里
か
ら
引
返
 

し
、
湯
布
院
へ
と
帰
路
を
と
る
。
 

昼
食
を
と
っ
て
湯
布
院
の
金
鱗
湖
に
 

着
い
た
の
は
四
軸
煎
 

水
草
の
端
に
僅
か
な
が
ら
咲
い
て
い
 

も
 

る
可
燐
な
藻
の
花
を
見
る
と
、
私
は
急
 

に
詩
心
が
沸
い
た
。
 

う
み
 

O
藻
の
花
や
湖
の
タ
の
魚
跳
ね
て
 

春
 
翁
 

私
は
か
ね
て
か
ら
金
鱗
湖
と
い
う
名
 

前
に
つ
い
て
疑
念
を
も
っ
て
い
た
。
 
そ
 

し
た
。
 
又Y

遠
い
と
こ
ろ
に
あ
る
 
「荘 

園
」
か
ら
性
睡
吻
き
渥
徴
に
は
こ
ば
せ
 

る
た
め
、
馬
借
、
車
借
な
ど
と
い
わ
れ
 

る
運
搬
を
専
門
に
す
る
人
た
ち
も
必
要
 

で
し
た
。
あ
る
い
は
農
作
が
き
つ
い
季
 

節
に
は
娯
楽
で
な
ぐ
声
め
移
吐
停
、
必
 

要
で
し
た
。
そ
の
た
め
声
聞
師
、
猿
楽
 

鴨

が
云
師
な
ど
を
お
き
ま
し
た
が
、
 

こ
う
い
う
仕
事
を
農
民
、
農
奴
以
外
の
 

い
わ
ゆ
る
「
散
所
の
民
」
 
に
さ
せ
ま
し
 

た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
荘
園
の
生
産
 

物
を
多
く
す
る
た
め
、
農
民
の
生
産
す
 

る
力
を
よ
り
ー
そ
う
た
か
め
る
た
め
に
 

農
民
以
外
の
人
を
賎
民
と
し
て
取
り
扱
 

っ
た
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
 

囲
 
中
世
の
賎
民
と
文
化
 

中
世
の
文
化
を
作
り
出
し
た
の
は
「
 

か
わ
ら
も
の
 

河
原
者
」
や
「
散
所
の
民
」
で
し
た
0
 

の
う
 

た
と
え
ば
 
「能」 

は
日
本
の
代
表
的
 

な
古
典
芸
術
の
ー
つ
だ
と
い
わ
れ
て
い
 

ま
す
が
、
そ
れ
は
声
聞
師
の
猿
楽
を
も
 

と
に
し
て
作
り
出
さ
れ
た
も
の
で
す
。
 

雄
竺
」
京
都
の
銀
閣
寺
の
庭
を
作
っ
た
 

善
阿
弥
は
、
当
時
、
 
一
ば
ん
の
庭
つ
く
 

り
の
名
人
と
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
 

ま
ぎ
れ
も
な
い
 

河
原
者
で
し
た
。
 

支
配
者
が
い
や
 

し
め
た
人
び
と
 

こ
そ
わ
が
国
の
 

芸
術
、
文
化
の
 

源
を
作
っ
た
の
 

で
す
。
 

⑤
 
中
世
賎
 

民
の
た
た
か
い
 

・1
‘生0
《U

' 

・1
つ
J
n
リnv

, 

1
1

り
ノ
‘
n
U
n
v

'
 

室
町
時
代
に
は
各
地
で
「
土
一
撲
」
 

と
よ
ば
れ
る
一
撲
が
各
地
で
お
こ
り
ま
 

し
た
。
年
貢
べ
ら
し
や
労
役
廃
止
を
要
 

求
し
て
集
団
で
た
た
か
っ
て
も
の
で
す
。
 

こ
れ
に
は
馬
借
と
い
わ
れ
る
散
所
の
 

民
が
し
ば
し
ば
そ
の
先
頭
に
立
っ
て
た
 

た
か
い
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
今
ま
で
、
賎
民
と
し
て
い
や
 

し
め
ら
れ
支
配
さ
れ
て
き
た
人
び
と
が
 

解
放
さ
れ
る
変
革
の
時
代
が
や
っ
て
き
 

た
こ
と
を
、
よ
く
示
し
て
い
ま
す
。
 

〔
注
I
〕
私
奴
蝉
井
牛
や
馬
と
同
じ
よ
 

う
に
あ
つ
か
わ
れ
た
ど
れ
い
。
 

（当 

時
、
一
暴
綿
扮
が
低
か
っ
た
も
の
）
 

〔
注
U
〕
声
聞
師
廿
鐘
と
か
鼓
を
う
っ
 

加
令
筆
を
と
な
え
、
祈
と
う
や
占
い
、
 

物
乞
な
ど
そ
う
い
っ
た
仕
事
を
し
た
 

人。 

さ
る
が
く
し
 

〔
注
皿
〕
淋
喋
師
廿
こ
っ
け
い
な
も
の
 

ま
ね
や
言
葉
芸
を
す
る
人
。
 

つ
づ
く
 

建
一
発
 

封“ーーー 

1→1
→
0
0

' 

・
1
0
0
0

' 

0
J
O
O

' 
会
 

・
上
上
 

れ
は
、
湖
と
呼
ぶ
ほ
加
纏
い
こ
の
池
 

に
、
金
鱗
湖
と
い
う
大
袈
裟
な
名
前
が
 

ど
う
し
て
つ
け
ら
れ
た
か
と
い
う
こ
と
 

で
あ
る
。
 

私
は
、
句
を
考
え
な
が
ら
、
湖
心
に
 

盛
ん
に
跳
ね
て
は
ピ
カ
ピ
カ
光
る
魚
の
 

さ
ま
を
見
て
い
た
。
魚
が
跳
ね
る
ー
ピ
 

カ
ピ
カ
光
る
ー
魚
ー
鱗
ー
光
る
鱗
ー
光
 

る
ー
金
ー
こ
う
し
た
連
想
か
ら
、
金
の
 

鱗
の
湖
（
池
）
と
、
金
鱗
湖
の
名
称
の
 

由
来
に
た
ど
り
つ
い
た
気
が
し
た
。
い
 

つ
頃
、
誰
が
名
づ
け
た
の
か
。
恐
ら
く
 

詩
心
豊
か
な
漢
詩
人
の
い
つ
の
時
代
に
 

か
名
づ
け
た
の
で
あ
ろ
う
と
、
私
の
想
 

像
は
際
限
な
く
拡
が
っ
て
行
わ
詳
ま
ち
 

湖
畔
を
去
る
と
、
帰
途
は
安
心
院
町
 

の
東
推
尾
の
滝
を
見
物
。
滝
の
案
内
書
 

け
ご
ん
の
た
き
 

に
よ
れ
ば
華
巌
滝
に
次
ぐ
八
十
六
メ
ー
 

ト
ル
の
高
さ
と
あ
っ
た
。
既
に
タ
暮
に
 

近
く
、
二
〇
一
号
線
に
出
た
時
は
、
車
 

の
渋
滞
で
、
家
へ
帰
っ
た
の
は
、
夜
の
 

十
一
時
近
く
で
あ
っ
た
。
 

、
 

世
 
室
町
時
代
 

中
 
南
北
朝
時
代
 

鎌
倉
時
代
 

5月例会 

『写団フアミリー』 
5月14日（金）、午後7時から町民会館 

で会員8人が出席しモノクロ10点・カラ 

-105点の合評をしました。 

＜今月の優秀作家＞カラーの部 

永尾富男 

太田勝正 

三宅嘉― 

光井英― 

岡部日出朗 

喝政治 
代 

両
小
学
校
に
 

カ
サ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
 

交
通
安
全
協
会
赤
池
支
部
 

〔カサをプレゼントした交通安全協会の 
皆さんと上野小学校の児童〕 

四
月
ニ
十
一
日
、
田
川
交
通
安
全
協
 

会
赤
池
支
部
（
奥
永
昭
政
支
部
長
ほ
か
 

二
十
三
人
）
の
皆
さ
ん
が
、
上
野
小
学
 

校
（
高
尾
春
雄
校
長
、
児
童
数
二
百
四
 

十
人
）
と
市
場
小
学
校
（
井
上
次
雄
校
 

長
、
同
六
百
五
十
六
人
）
を
訪
れ
、
両
 

鄭
響
 

保育園児を 
イチゴ狩りに招待 

イ
チ
ゴ
作
付
農
家
 

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
 

で
四
保
育
所
の
園
児
 

が
、
イ
チ
ゴ
狩
り
に
 

招
待
さ
れ
ま
し
た
。
 

赤
池
保
育
所
の
五
 

歳
児
と
四
歳
児
五
＋
 

五
人
は
、
五
月
十
一
 

日
、
上
野
上
里
の
太
 

田
正
発
さ
ん
の
畑
へ
、
 

中
尾
保
育
所
の
四
歳
、
 

五
歳
児
八
十
人
は
、
 

十
七
日
、
同
じ
く
上
里
の
太
田
幸
男
さ
 

ん
の
畑
へ
、
上
野
保
育
所
の
五
歳
児
は
 

十
三
日
、
四
歳
児
は
十
八
日
、
太
田
芳
 

彦
さ
ん
．
柴
田
武
彦
さ
ん
の
畑
へ
、
 

そ
れ
ぞ
れ
三
十
一
人
が
、
ま
た
、
市
場
 

保
育
所
の
三
歳
児
以
上
七
十
人
は
、
一
一
 

十
一
日
、
市
場
の
中
脇
広
行
さ
ん
の
畑
 

へ
と
招
待
さ
れ
ま
し
た
。
 

日
頃
店
頭
で
パ
ッ
ク
入
り
の
イ
チ
ゴ
 

を
見
慣
れ
た
園
児
た
ち
は
、
手
を
真
赤
 

に
し
て
、
大
変
な
は
し
ゃ
ぎ
ぶ
り
で
し
 

た。 
〔
大
は
し
ゃ
ぎ
で
イ
チ
ゴ
狩
り
 

中
尾
保
育
所
の
園
児
〕
 

校
に
力
サ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
皆
さ
ん
か
ら
、
賛
助
会
費
 

と
し
て
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
資
金
の
 

中
か
ら
、
広
報
あ
か
い
け
四
月
号
で
折
 

り
込
み
し
た
、
交
通
安
全
番
付
表
と
と
 

も
に
支
出
し
た
も
の
で
、
上
野
小
学
校
 

に
四
十
本
、
市
場
小
学
校
に
六
十
本
が
 

プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
四
月
十
七
日
か
ら
十
九
日
ま
 

で
行
わ
れ
た
陶
器
祭
り
の
寸
志
と
し
て
 

上
野
焼
英
興
窯
元
か
ら
賛
助
会
費
と
し
 

て
、
金
一
封
が
同
協
会
へ
贈
ら
れ
て
い
 

ま
す
。
 

こ
の
よ
う
に
、
同
協
会
で
は
、
皆
さ
 

ん
か
ら
協
力
し
て
い
た
だ
く
賛
助
会
費
 

を
、
福
祉
事
業
な
ど
に
、
有
効
に
利
用
 

す
る
計
画
を
持
っ
て
い
ま
す
。
 

今
後
と
も
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
 

願
い
し
ま
す
。
 

な
お
、
市
場
小
学
校
に
は
、
下
田
川
 

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
か
ら
も
六
十
五
本
 

の
カ
サ
が
贈
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

題
 
△
少
女
V
 

〔評〕 

今月は三宅さんの作品で「少女」 で 
すがこの少女の持つ明るい一面を、良 
いシャッターチャンスで’撮えていて、 
見る人に好感の持てる作品に仕上って 
います。 また光線の状態も良く、バッ 
クの影もこの少女を引き立てています。 

早谷克粘 
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第233 号 

鳶
誌
製
を
考
え
よ
う
 

年
金
な
ど
ま
だ
遠
い
将
来
の
こ
と
と
 

考
え
て
い
る
若
い
あ
な
た
、
し
か
し
、
 

若
い
か
ら
こ
そ
将
来
に
備
え
る
あ
な
た
 

ご
自
身
の
年
金
を
真
剣
に
考
え
て
い
た
 

だ
き
た
い
の
で
す
。
 

い
ま
は
国
民
皆
年
金
の
時
代
で
す
 

現
代
は
、
す
べ
て
の
国
民
が
何
か
の
 

年
金
に
加
入
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
ら
 

れ
て
い
る
皆
年
金
の
時
代
で
す
。
 

い
ま
、
あ
な
た
が
未
加
入
の
ま
ま
で
 

す
と
、
こ
の
皆
年
金
の
時
代
か
ら
、
あ
 

な
た
だ
け
が
、
無
年
金
者
と
し
て
取
り
 

残
さ
れ
ま
す
。
 

老
後
に
な
っ
て
あ
わ
て
て
も
だ
め
 

ど
の
公
的
年
金
に
も
年
金
を
受
け
る
 

た
め
に
必
要
な
受
給
資
格
が
定
め
ら
れ
 

て
い
ま
す
。
国
民
年
金
で
は
原
則
と
し
 

て
二
十
五
年
必
要
で
す
。
 

老
後
に
な
っ
て
 
「
自
分
の
年
金
は
」
 

と
あ
わ
て
て
も
、
も
う
遅
い
の
で
す
。
 

い
ま
、
二
十
五
年
か
け
て
も
ら
え
る
 

年
金
は
、
五
十
四
万
三
千
三
百
円
0

最
 

高
四
十
年
か
け
る
と
八
十
六
万
九
千
三
 

百
円
の
年
金
が
も
ら
え
ま
す
。
 

人
生
の
節
々
に
年
金
が
 

用
意
さ
れ
て
い
ま
す
 

国
民
年
金
に
加
入
し
、
保
険
料
を
キ
 

チ
ン
と
納
め
て
お
け
ば
、
老
齢
年
金
ば
 

か
り
で
な
く
、
ま
さ
か
の
時
の
、
障
害
、
 

母
子
、
遣
児
、
寡
婦
な
ど
の
い
ろ
い
ろ
 

の
年
金
が
あ
り
、
人
生
の
節
々
で
あ
な
 

た
の
生
活
を
守
り
ま
す
。
 

国
の
負
担
と
物
価
ス
ラ
イ
ド
 

あ
な
た
の
負
担
す
る
保
険
料
と
あ
わ
 

せ
て
、
国
も
給
付
費
の
三
分
の
ー
と
い
 

う
大
き
な
国
庫
負
担
を
し
て
い
ま
す
。
 

そ
れ
に
、
年
金
額
も
目
減
り
の
し
な
 

い
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
で
す
の
で
、
将
来
 

の
イ
ン
フ
レ
に
対
し
て
も
安
心
で
す
。
 

鉄道妨害をなくす運動実施中 ~ 

っと待て習窟「謡昌盟まらないノ ~ 
―今魂司1篇胃聖統 約460メ一ト)レ~

、ノv 、 

  （コ＝I 晋通墓客列卑90km/時 I 

~ 1*'i)間にフ5メートル 敦itflflメ一トルI 
、いン ー 

ー‘ ー ーー

＞く N4 貨物列車70km／時 i 
1- NJ 1 'J)8L11Q ヌートル 約400メ一トルI 

七ーて・アてフ~ー …一」～Iv 一 

ぐI トい「署認冨竺トル 約23メートぐ~
正しい踏切の通り方 ~

りでは必ず

刀の先が混

巨が通過し

巨を確かめ

刀上でのギ

o ％」 
う よ の 

よ し ら」 
し ま か 

ま ち 向 
り 待 方 

通 で 対 
て 前 反 n 

め 手 、 う 
か の で よ 

確 切 い し 
を 踏 な ま 

全 、ら oめ 
安 は 入 う や 

、き に よ は 
て と 切 し ジ 

っ る 踏 ま ン 
ま い ぐ り エ 

と て す た チ 
時 し も わ 一 

一 雑 て て ャ 

もし踏切で動けなくなったら 
I 

功車を出すより、まず列車をとめる手配をしましよう。 ~ 

沓切非常ボタンを押しましよう。 

沓切非常ボタンの無い所ではまず自動車に備えっけの発 ~ 

是筒に火をっけて、見通しの良い方に立て、反対側には 

示旗等を持って走り列車を止める手配をしてください。 I 

Iー ― ―吃竺道公三三 J 

、ちノ 

非
常
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
て
か
ら
 

止
ま
る
ま
で
の
距
離
 

〇踏 

〇踏 

0 列 

列 

〇踏 

0 自 

コ 

年
金
は
社
会
全
体
で
す
る
 

親
孝
行
の
シ
ス
テ
ム
で
す
 

あ
な
た
が
納
め
る
保
険
料
は
、
将
来
 

の
た
め
に
積
み
立
て
ら
れ
ま
す
が
、
あ
 

な
た
が
受
け
る
ま
で
の
間
、
今
の
お
年
 

寄
り
が
受
け
ら
れ
て
い
る
年
金
の
原
資
 

の
一
部
に
も
あ
て
ら
れ
ま
す
。
 

い
わ
ば
、
 

一
人
一
人
で
す
る
親
孝
行
 

を
年
金
と
い
う
シ
ス
テ
ム
を
通
し
て
社
 

会
全
体
で
や
っ
て
い
る
の
で
す
。
 

そ
し
て
、
い
ま
親
孝
行
し
て
い
る
あ
 

な
た
も
、
将
来
は
次
の
世
代
か
ら
年
金
 

を
通
し
て
養
わ
れ
る
と
い
う
順
送
り
の
 

助
け
合
い
の
シ
ス
テ
ム
な
の
で
す
。
 

被
保
険
者
証
の
 

更
新
は
お
す
み
で
す
か
 

国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
 

方
は
、
四
月
一
日
か
ら
は
、
新
し
い
被
 

保
険
者
証
で
な
い
と
、
お
医
者
さ
ん
に
 

か
か
れ
ま
せ
ん
。
 

係
で
は
、
三
月
二
十
六
日
か
ら
更
新
 

手
続
き
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
お
 

済
み
で
な
い
方
は
、
早
め
に
手
続
き
を
 

し
て
く
だ
さ
い
。
 

⑨
と
こ
ろ
 

役
場
住
民
福
祉
課
国
保
係
 

（
窓
ロ
⑥
番
 

費
2
0
0
4
内
 48 

) 

＠
持
参
す
る
も
の
 

被
保
険
者
証
・
印
か
ん
 

6月衛生行事予定表 

日・曜 項 目 場 所 時 間 対 象 者 

8・因 日本脳炎 老人ホーム天郷荘 13: 30-15: 00 満 3 歳以上 

11・⑨ 日本脳炎 市場小学校保健室 13:3&-15:00 ク 

15・因 日本脳炎 町 民 会 館 13:30-15:00 ク 

21・⑩ 乳児保育相談 町 民 会 館 10: 00-il: 30 生後2 カ月～12カ月 

23・困 日本脳炎 四 区 公 民 館 13:30-15:00 満 3 歳以上 

24・困 三種混合 町 民 会 館 13:30-15:00 生後24カ月～48カ月 

30・困 日本脳炎 町 民 会 館 13: 30-15【00 満 3 歳以上 

※
日
本
脳
炎
・
…
 

生
後
は
じ
め
て
受
け
 

る
と
き
は
、
 

一
週
間
か
ら
二
週
間
（
ー
 

カ
月
ま
で
間
が
あ
い
て
も
だ
い
じ
ょ
う
 

ぶ
）
お
い
て
二
回
、
翌
年
も
う
一
回
受
 

け
て
基
礎
免
疫
を
つ
く
り
ま
す
。
 
こ
の
 

三
回
を
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。
 

そ
れ
以
後
は
、
四
年
に
一
回
く
ら
い
 

受
け
て
い
れ
ば
免
疫
は
続
い
て
い
ま
す
。
 

流
行
の
状
況
に
応
じ
て
は
、
そ
の
間
に
 

受
け
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
 

※
三
歳
児
健
診
…
・
六
月
二
十
五
日
金
 

十
三
時
か
ら
十
四
時
半
ま
で
、
田
川
保
 

健
所
で
行
わ
れ
ま
す
。
 

受
診
し
て
い
な
い
方
は
、
お
受
け
く
 

だ
さ
い
。
 

昭和57年6月1日 ・寸ノ か
 

あ
 

報
 

広
 

税
よ
り
ち
ょ
っ
と
お
耳
を
 

。
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
 

家
を
新
築
ま
た
は
、
建
売
住
宅
を
取
 

得
し
た
方
は
、
国
定
資
産
税
の
減
額
措
 

置
（
建
売
住
宅
の
場
合
は
建
築
し
た
時
 

か
ら
三
カ
年
）
と
し
て
百
平
方
メ
ー
ト
 

ル
分
を
限
度
と
し
て
三
年
間
、
二
分
の
 

ー
を
減
額
し
て
い
ま
す
が
、
四
年
目
か
 

ら
、
こ
の
減
額
措
置
が
な
く
な
り
ま
す
 

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

ロ
軽
自
動
車
税
に
つ
い
て
 

納
税
通
知
書
が
お
手
元
に
届
い
た
と
 

思
い
ま
す
。
軽
自
動
車
（
バ
イ
ク
等
）
 

が
な
い
の
に
納
付
書
が
き
た
と
い
う
場
 

合
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
廃
車
の
手
 

続
き
が
な
さ
れ
て
な
い
か
ら
で
す
。
 
早
 

急
に
手
続
き
を
さ
れ
て
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
手
続
き
を
さ
れ
な
い
と
、
ま
 

た
来
年
も
課
税
さ
れ
ま
す
。
 

役
場
税
務
徴
収
課
（
窓
口
2
番
）
で
 

印
か
ん
ご
持
参
の
上
、
手
続
き
を
し
て
 

く
だ
さ
い
。
 

。
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
 

本
年
度
よ
り
、
納
税
通
知
書
の
用
紙
 

の
色
が
、
昨
年
ま
で
の
赤
色
か
ら
青
色
 

に
変
わ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
 

す。 
ロ
お
わ
び
 

固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、
国
民
 

健
康
保
険
税
と
同
時
に
発
送
し
ま
し
た
 

が
、
他
の
支
所
の
分
が
入
り
混
じ
っ
た
 

り
、
い
ろ
い
ろ
と
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
 

て
申
し
訳
け
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
 

深
く
お
わ
び
い
た
し
ま
す
と
共
に
、
 

納
税
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

税
務
徴
収
課
 

簿
記
講
座
が
 

開
催
さ
れ
ま
す
 

田
川
商
工
会
議
所
の
商
業
簿
記
基
礎
 

コ
ー
ス
が
次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。
 

▽
日
時
 

7
月
 23 

日
か
ら
8
月
末
ま
で
 

の
 20 

日
間
（
予
定
）
 

18 

時
か
ら
 20 

時
ま
で
 

▽
場
所
 
西
日
本
計
理
専
門
学
校
（
田
 

川
市
新
町
）
 

▽
受
講
料
 

5
、
0
0
0
円
 

▽
申
し
込
み
方
法
 

7
月
 20 

日
ま
で
に
 

商
工
会
議
所
窓
口
で
手
続
し
て
く
だ
 

さ
い
。
 

▽
申
し
込
み
用
紙
交
付
、
間
い
合
せ
は
 

田
川
商
工
会
議
所
へ
 

雪
田
川
④
3
1
5
0
 

「
 

『
 

『
 

』
 

「
 

」
 

『
 

一
 

『
 

」
 

一 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

赤
池
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

【
香
典
返
し
】
 

エンゼルクイズ 

〔第72回出題〕 

エンゼルは天使のつかいです 

あなたに幸ありますよう 

〔問 題〕 

1、現在日本で販売されている普通切手の種 

類は何円から何円まで？ 

④1円～1、 000 円 

⑧1円～500円 

⑥1円～1、 500 円 

2 、日本で一番長い川は？ 

④利根川 ⑧遠賀川 C ）信濃川 

3 ' 「野菊の墓」の作者は？ 

低）伊藤左千夫 ⑧高浜虚子 ⑥森村精一 

4 ' 「ほたるの光」はどこの民謡？ 

④ドィツ ⑧スコットランド ⑥ロシア 

5 、コーヒー「ブルーマウンテン」の産地は？ 

④アフリカ ⑧かJブ地方 ⑥ブラジル 

〔応募の要領〕 

正解のABCいずれかの記号を官製ハガギ 

に記入のうえ、 6月15日までに赤池町役場総 

務課文書広報ェンセソレクイズ係までお送り下 

さい。なお住所、氏名を明記して下さい。 

抽せんで正解者3名様に記念品を贈ります。 

>例 問題l B 問題2 B 問題3 C 

【第71回の解答】 

1 ⑥ 2③ 3⑥ 

【正解者】 

前回の応募総数7通のうち、正解は1通で 

した。ただ1人正解でした伏原団地の薦田悦 

子さんに記念品を贈ります。 

ノ 

金
一
封
 
木
村
 

ッ
ジ
（
草
場
）
 

金
一
封
 
松
木
ユ
キ
エ
（
中
町
団
地
）
 

金
一
封
 
久
原
サ
ワ
ェ
（
天
郷
荘
）
 

金
一
封
 
長
谷
川
孔
彦
（
本
町
）
 

【
賛
助
会
費
】
 

一
口
 

千
円
 

半
田
 
潔
 

五
千
円
 

沢
永
孝
美
 

二
千
円
 

〔
五
月
十
七
日
現
在
 
敬
称
略
〕
 

※
お
詫
び
ー
五
月
号
九
面
の
役
 

場
人
事
異
動
で
日
付
が
、
三
月
 

二
十
日
付
け
と
あ
り
ま
し
た
が
 

四
月
二
十
日
付
け
の
誤
り
で
し
 

た。 ま
た
、
同
じ
く
九
面
の
社
会
 

福
祉
協
議
会
へ
の
寄
付
で
、
松
 

尾
ア
サ
コ
さ
ん
の
車
椅
子
と
北
 

九
州
三
菱
爾
直
方
の
五
千
円
が
 

入
れ
替
っ
て
い
ま
し
た
。
 

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。
 

広
報
係
 

一
 

⑧
 

⑧
 

4
山 

三福祉圧1圭三泌三qりi行薫薯 

〔福祉バス運行日〕 

2日、 3日、 5日、6日、9日 

10日、12日、13日、16日、17日 

19日、20日、23日、24日、26日 

27日、30日 

〔心配ごと相談日〕 

7日、17日、27日 

午前10時～午後3時 

〔休 館 日〕 

7日、14日、21日 

27日 

〔演 芸 日〕 

3日、 6日、10日、13日 

17日、20日、24日、27日 

〔仏教法話〕 

16日困 午前n時から 

無
縁
墳
墓
の
改
葬
 

次
の
件
に
縁
故
者
が
あ
れ
ば
、
期
日
 

ま
で
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。
 

①
墓
地
の
所
在
地
、
名
称
 
熊
本
県
玉
 

名
郡
長
洲
町
大
字
折
崎
字
吉
の
浦
六
 

一
八
 

中
屋
敷
墓
地
 

〇
墳
墓
数
 

21 

基
 

〇
届
出
先
 
熊
本
県
玉
名
郡
長
洲
町
役
 

場
 
福
祉
課
 

〇
届
出
期
限
 

7
月
5

日
 

②
墓
地
の
所
在
地
お
よ
び
名
称
 
福
岡
 

県
糸
島
郡
前
原
町
大
字
加
布
里
字
天
 

祥
寺
三
三
一
 

天
祥
寺
共
同
墓
地
 

〇
墳
墓
数
 

3
基
 

〇
届
出
先
 

糸
島
郡
志
摩
町
大
字
小
金
 

丸
二
二
五
六
番
地
 
妙
楽
寺
 

〇
届
出
期
限
 

6
月
 30 

日
 



け
 

か
 

あ
 

報
 

広
 

第233 号 」広 報 あ か い け 昭和57年6月1日 、
 

、し 

町
育
英
資
金
の
 

受
給
者
募
集
 

昭
和
五
十
七
年
度
の
町
育
英
資
金
受
 

給
希
望
者
を
次
の
と
お
り
公
募
し
て
い
 

ま
す
。
 

▽
受
給
資
格
 

①
町
内
に
1
年
以
上
在
住
す
る
人
 

②
身
体
強
健
で
学
業
優
秀
な
人
 

③
品
行
方
正
で
在
学
校
長
の
推
薦
す
る
 

人
 

▽
貸
与
額
・
人
員
 

①
高
等
学
校
ま
た
は
、
こ
れ
と
同
程
度
 

の
学
校
（
定
時
制
の
ぞ
く
）
廿
3
名
 

O
月
額
廿
1

人
、
5
千
円
 

o
入
学
支
度
金
廿
1
人
、
1

万
5
千
円
 

②
大
学
（
短
大
含
む
）
廿
2
名
 

〇
月
額
廿
1

人
、
1

万
円
 

O
入
学
支
度
金
1
1
人
、
3
万
円
 

▽
貸
与
の
期
間
 
貸
与
を
開
始
し
た
時
 

か
ら
奨
学
生
が
在
学
す
る
学
校
の
正
 

規
の
修
学
期
間
 

▽
貸
与
金
の
返
還
 
卒
業
の
1
年
後
か
 

ら
次
の
と
お
り
 

O
 20 

万
円
未
満
什
5
年
以
内
 

O
 20 

万
円
以
上
井
 10 

年
以
内
 

▽
受
付
期
間
 

6
月
 19 

日
ま
で
 

▽
提
出
書
類
 
町
教
育
委
員
会
に
準
備
 

し
て
い
ま
す
。
 

▽
そ
の
他
詳
細
は
町
教
育
委
員
会
学
校
 

教
育
係
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

云
4
1
0
0
番
 

調
理
師
試
験
が
 

行
わ
れ
ま
す
 

▽
試
験
日
時
 
8
月
 10 

日
因
 
13 

時
か
 

ら
 15 

時
ま
で
 

▽
試
験
地
 
西
南
学
院
大
学
お
よ
び
北
 

九
州
大
学
 

▽
願
書
受
付
期
間
 

6
月
7

日
囲
か
ら
 

6
月
 11 

日
田
ま
で
 

▽
願
書
提
出
先
 
住
所
地
ま
た
は
就
業
 

地
を
管
轄
す
る
保
健
所
 

▽
提
出
書
類
 
①
受
験
願
書
2
部
②
卒
 

業
証
書
の
写
し
ま
た
は
卒
業
証
明
書
 

⑧
戸
籍
抄
本
④
写
真
 

▽
そ
の
他
 
受
験
手
続
き
、
間
い
合
わ
 

せ
は
最
寄
り
の
保
健
所
へ
 

※
田
川
保
健
所
 

丑
田
川
④
0
6
6
6
 

能
力
再
開
発
適
応
講
習
 

受
講
生
の
募
集
 

現
在
、
雇
用
保
険
を
受
け
て
い
る
方
 

を
対
象
に
次
の
と
お
り
受
講
生
を
募
集
 

し
て
い
ま
す
。
 

▽
受
講
内
容
 

①
各
種
資
格
の
取
り
方
 
②
適
職
の
選
 

び
方
と
職
業
適
性
 
③
最
近
の
労
働
 

市
場
の
動
き
 
④
公
共
職
業
訓
練
校
 

の
紹
介
 
⑤
そ
の
他
再
就
職
に
必
要
 

な
各
種
の
情
報
資
料
の
提
供
 

▽
定
員
 

毎
回
 40 

人
程
度
 

▽
一
回
の
開
講
期
間
 

5
日
5
7

日
 

▽
開
講
時
期
 
毎
回
定
員
に
な
り
し
だ
 

い
開
講
（
月
に
1
5
2

回） 

▽
開
講
場
所
 
申
し
込
み
時
点
で
通
知
 

▽
特
典
 

受
講
さ
れ
た
方
に
は
、
現
在
 

受
給
さ
れ
て
い
る
雇
用
保
険
の
他
に
 

1
日
当
り
8
0
0
円
の
受
講
給
付
金
 

が
別
途
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

▽
受
講
料
 
無
料
 

▽
申
し
込
み
先
 
飯
塚
市
大
字
柏
の
森
 

八
三
、
飯
塚
技
能
開
発
セ
ン
タ
ー
 

か
0
9
4
8
2
②
4
0
1
8

ま
た
は
 

も
よ
り
の
公
共
職
業
安
定
所
へ
 

技
能
士
訓
練
課
程
 

通
信
訓
練
生
の
募
集
 

通
信
制
に
よ
る
、
 
一
級
、
二
級
の
技
 

能
士
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
 

▽
受
講
資
格
 
実
務
経
験
が
あ
れ
ば
だ
 

れ
で
も
可
（
た
だ
し
、
 
一
級
に
つ
い
 

て
は
一
級
技
能
検
定
受
験
資
格
者
ま
 

た
は
、
 

一
年
後
に
そ
の
資
格
を
得
ら
 

れ
る
方
）
 

▽
訓
練
期
間
 
標
準
1

ケ
年
（
い
つ
で
 

も
受
け
付
け
し
て
い
ま
す
）
 

▽
受
講
料
 

1
級
廿
8
千
円
 

2
級
廿
 

6
千
円
 

▽
訓
練
内
容
 
教
科
書
・
指
導
書
に
よ
 

る
自
学
自
習
・
質
疑
応
答
お
よ
び
面
 

接
指
導
（
2
5
3

日） 

▽
募
集
職
種
 

一
級
廿
機
械
加
工
科
・
 

仕
上
げ
科
・
板
金
科
・
配
管
科
 

二
級
廿
機
械
加
工
科
・
板
金
科
・
建
 

具
科
・
左
官
科
・
タ
イ
ル
科
・
広
告
 

美
術
科
・
洋
服
科
・
と
び
科
な
ど
 

▽
特
典
 

修
了
者
に
は
技
能
検
定
職
種
 

の
学
科
試
験
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
 

▽
案
内
書
申
し
込
み
先
、
問
い
合
せ
先
 

飯
塚
市
大
字
柏
の
森
八
三
 
飯
塚
高
 

等
職
業
訓
練
校
 

。
0
9
4
8
2

②

4

 

〔
U
l
8
 

電
気
工
事
士
試
験
 

が
行
わ
れ
ま
す
 

▽
試
験
科
目
、
日
時
お
よ
び
場
所
 

〇
筆
記
試
験
廿
7

月
 18 

日
回
 

o
技
能
試
験
廿
 10 

月
 17 

日
回
 

い
づ
れ
も
福
岡
工
業
大
学
に
て
、
 
10 

時
か
ら
 12 

時
ま
で
 

▽
提
出
書
類
 
①
受
験
願
書
②
写
真
⑧
 

手
数
料
4
、
9
0
0
円
 

▽
願
書
受
付
 

6
月
1

日
か
ら
6

月
 11
 

日
ま
で
 

▽
願
書
提
出
先
 
福
岡
市
博
多
区
東
公
 

園
7
番
7
号
 
福
岡
県
庁
商
工
部
工
 

業
課
電
気
火
薬
係
 

※
筆
記
試
験
は
既
取
得
資
格
に
よ
り
免
 

除
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
 

は
前
記
県
の
工
業
課
へ
お
間
い
合
わ
 

せ
く
だ
さ
い
。
 

電
話
で
聴
け
る
 

求
人
案
内
 

各
公
共
職
業
安
定
所
で
は
、
電
話
に
 

よ
る
求
人
案
内
を
、
毎
週
新
し
い
内
容
 

に
取
り
替
え
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
 

▽
案
内
電
話
番
号
 

O
田
川
職
安
管
内
 

廿
田
川
④
3
6
6
6

④
3
6
6
7
 

〇
飯
塚
職
安
管
内
 

廿
0
9
4
8
2
④
4
1
4
9
 

O
八
幡
職
安
管
内
 

男
子
廿
0
9
3

(
6
6
2

) 

女
子
合
0
9
3

(
6
6
2

〕 

O
小
倉
職
安
管
内
 

費
0
9
3

(
5
8
1

) 

O
福
岡
職
安
管
内
 

男
子
廿
0
9
2

(
7
8
1

) 

女
子
費
0
9
2

(
7
1
4

) 
に
J

に
J
4
‘
。
J
 

に
J

〈
。
《
b

(b 

d
'
l
d
A
q
】 

0

n

J

（
ノ
し
1
 

に
J

(
b

<

b

1

 

▽
詳
細
に
つ
い
て
は
、
田
川
公
共
職
業
 

安
定
所
ま
で
 

廿
田
川
④
0
2
9
1
 

道
路
通
行
止
め
 

6
月
 14 

日
5
 

58 

年
2
月
 14 

日
（
予
定
〕
 

昭
和
五
十
七
年
度
産
炭
地
域
開
発
就
 

労
事
業
総
合
団
地
新
入
道
路
新
設
工
事
 

に
よ
り
、
次
の
区
間
が
通
行
止
め
に
な
 

り
ま
す
。
 

至ハ峠 

小藤団地 

長浦集会所 ノ 、、一『コ『，」． 
亡］ ーi工凹舶 

下田川ガス 

至上野 


